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昭
和
初
期
に
お
け
る
「
日
記
文
学
」
と
い
う
枠
組
み
の
創
始
は
、
そ
こ
に
包
含
さ
れ
る
作
品
群
の
、
物
語
文
学
に
比
し
て
明
ら
か
に
低

調
だ
っ
た
旧
来
の
研
究
を
飛
躍
的
に
進
展
せ
し
め
る
、
一
大
転
機
だ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
文
学
」
と
し
て
の
価

値
が
作
者
の
自
照
性
に
由
来
す
る
と
い
う
立
脚
点
ゆ
え
に
、
原
作
本
の
解
明
に
は
寄
与
し
な
い
多
く
の
資
料
が
半
ば
等
閑
視
さ
れ
る
に

至
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
枠
組
み
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
負
の
側
面
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
不
遇
を
託
っ
て
き
た
資
料
を
繙
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
該
作
品
群
が
「
日
記
文
学
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
り
も
前
の
姿
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

前
著
『『
和
泉
式
部
日
記
』
を
越
え
て
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
拘
泥
し
た
「
日
記
」
と
「
物
語
」
の
峻
別
か
ら
敷
衍

し
て
、
他
の
平
安
仮
名
日
記
に
つ
い
て
も
「
日
記
文
学
」
の
枠
組
み
を
排
し
て
資
料
を
見
つ
め
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
所
か
ら
、
筆
者
の

問
題
意
識
は
出
発
し
て
い
る
。
総
体
か
ら
見
れ
ば
本
書
で
扱
う
内
容
は
ご
く
一
端
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
次
の
展
望
を
拓
く
た
め
の
さ

さ
や
か
な
指
針
と
し
て
、
前
著
刊
行
以
降
の
関
係
論
文
を
纏
め
て
現
時
点
で
の
体
系
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

本
書
に
収
載
す
る
の
は
、『
更
級
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
（
物
語
）』『
蜻
蛉
日
記
』
の
三
作
品
と
、
近
世
期
に
お
け
る
受
容
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
和
文
叢
書
『
扶
桑
拾
葉
集
』、
お
よ
び
国
学
者
の
横
山
由
清
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
す
る
、
平
安
仮
名
日
記
に
ま
つ
わ
る

十
一
篇
の
論
考
お
よ
び
二
篇
の
関
連
資
料
で
あ
る
。
以
下
、
ご
く
手
短
に
各
章
の
要
旨
を
記
す
。

（『
更
級
日
記
』
の
論
）

第
一
章
…
現
存
写
本
の
巻
末
勘
物
に
お
け
る
誤
写
か
ら
、
共
通
祖
本
で
あ
る
御
物
本
以
降
の
本
文
変
容
の
あ
ら
ま
し
を
示
す
。

第
二
章
…『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
本
文
編
纂
を
起
点
と
し
て
、
そ
れ
以
前
・
以
後
の
近
世
期
本
文
の
動
き
を
明
ら
か
に
す
る
。
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は
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の
か
」
と
い
う
問
い
の
あ
る
こ
と
が
、「
本
文
考
」
の
書
名
を
冠
し
た
所
以
で
あ
る
。

各
章
の
収
載
順
は
、
右
の
通
り
対
象
と
す
る
作
品
毎
と
し
た
た
め
、
公
表
済
み
の
論
文
に
つ
い
て
は
執
筆
順
が
前
後
す
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
関
連
す
る
章
の
相
互
参
照
に
よ
っ
て
旧
稿
の
不
備
を
補
え
る
よ
う
、
各
章
に
新
た
な
注
や
追
記
を
施
し
て
い
る
。
た
だ
し
礎
稿
か

ら
の
大
幅
な
論
旨
変
更
は
な
い
た
め
、
い
ず
れ
も
全
面
的
な
改
稿
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
伝
本
略
称
な
ど
は

重
複
を
避
け
る
た
め
凡
例
に
示
す
よ
う
に
統
一
を
図
っ
た
が
、
論
述
の
反
復
に
つ
い
て
は
礎
稿
の
ま
ま
と
し
た
。

最
後
に
、
本
書
を
成
す
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
と
掲
載
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
各
所
蔵
機
関
、
お
よ
び
本
書
の
出
版
を
ご
快

諾
さ
れ
た
合
名
会
社
武
蔵
野
書
院
な
ら
び
に
編
集
を
ご
担
当
い
た
だ
い
た
同
社
本
橋
典
丈
氏
・
平
山
あ
ゆ
み
氏
に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

な
お
本
書
は
、JSPS

学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
若
手
研
究
・
課
題
番
号19K

13982

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
同
科
学
研
究

費
補
助
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
・
課
題
番
号23H

P5030

）
の
助
成
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　
　

田　
　

貴　
　

憲　

第
三
章
…
国
学
者
に
よ
る
「
古
本
」
へ
の
関
心
が
、
い
か
に
拡
散
し
収
束
し
た
の
か
を
現
存
資
料
か
ら
見
定
め
る
。

第
四
章
…
御
物
本
に
次
い
で
最
古
と
さ
れ
る
小
汀
本
の
、
現
存
唯
一
の
同
系
伝
本
で
あ
る
徳
島
県
立
図
書
館
本
を
翻
刻
す
る
。

＊

（『
和
泉
式
部
日
記
』
の
論
）

第
五
章
…
寛
元
本
・
応
永
本
系
統
の
異
文
を
手
が
か
り
に
、
三
条
西
家
本
で
は
生
起
し
な
い
文
脈
理
解
の
可
能
性
を
示
す
。

第
六
章
…
三
条
西
家
本
の
書
き
入
れ
注
記
箇
所
が
、
親
本
以
前
に
お
け
る
本
文
改
変
の
痕
跡
と
目
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

第
七
章
…
現
存
の
絵
入
り
板
本
を
概
観
し
、
版
種
を
め
ぐ
る
誤
認
を
正
し
た
上
で
本
文
復
元
上
の
価
値
を
再
確
認
す
る
。

第
八
章
…
か
つ
て
所
在
不
明
で
あ
っ
た
木
村
本
の
再
発
見
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
親
本
で
あ
る
黒
川
本
の
伝
来
を
辿
る
。

＊

（『
蜻
蛉
日
記
』
の
論
）

第
九
章
…
未
紹
介
伝
本
で
あ
る
碧
洋
臼
田
甚
五
郎
文
庫
本
が
、
第
一
類
Ｃ
系
の
新
た
な
祖
本
推
定
に
資
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

第
十
章
…
中
巻
・
下
巻
が
残
欠
本
で
あ
る
碧
洋
臼
田
甚
五
郎
文
庫
本
の
う
ち
、
全
体
が
残
存
す
る
上
巻
相
当
部
分
を
翻
刻
す
る
。

＊

（『
扶
桑
拾
葉
集
』
お
よ
び
横
山
由
清
の
論
）

第
十
一
章
…『
和
泉
式
部
物
語
』
の
本
文
混
成
に
お
け
る
使
用
伝
本
を
推
定
し
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
諸
本
の
系
統
関
係
を
定
め
る
。

第
十
二
章
…
新
出
伝
本
の
歴
博
Ａ
本
・
Ｂ
本
か
ら
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
霊
元
天
皇
・
幸
仁
親
王
へ
の
献
上
経
緯
を
見
通
す
。

第
十
三
章
…
横
山
由
清
に
よ
る
平
安
仮
名
日
記
の
書
写
・
校
合
に
、
背
景
と
し
て
日
下
田
足
穂
と
の
関
係
を
見
出
だ
す
。

中
世
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
各
章
の
内
容
は
関
心
の
趣
く
ま
ま
に
拡
散
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
根
本
に
「
平
安
仮
名
日
記
の
本
文
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